
 

仙北市体育施設マスタープラン 
 

（平成２５年度～平成３４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年１２月 
 

仙 北 市 教 育 委 員 会 
 



Ｐ1 

第１章 策定の趣旨 

 今日の社会は、国際化、情報化、少子高齢化など大きな変革期を迎えており、人々の価値観は

「物質的な豊かさ」から「こころの豊かさ」へと変化しています。 

 こうした社会の中でスポーツ活動は、健康で活力のある豊かな生活を送るうえで益々重要な役割

を果たすものになっています。 

 仙北市では、２１世紀初頭におけるまちづくりの指針として、平成１８年１２月に仙北市総合計

画を策定しました。この計画の「第３編 基本計画・第５章 明日を担う人材を育む教育文化のま

ち・４ スポーツ活動の推進とスポーツ施設の整備」の中で、その大切さについて記載されており

ます。 

 また、文部科学省は平成２３年にスポーツ振興法を全面的に改正し、その中で地方公共団体は地

域の特性に応じた施策を策定し実施する責務が明記されました。秋田県ではスポーツを秋田の活力

と発展のシンボルとし、スポーツを通じた秋田の元気づくりと地域の活性化、生涯を通じた豊かな

スポーツライフづくり、競技力の向上など、スポーツ振興を県民運動として展開するとともに、ス

ポーツ王国復活に向けた取組を強化するため、平成２１年９月２日に「スポーツ立県あきた」を宣

言しています。 

 仙北市においても、長期的で総合的な視点を持って、持続可能な望ましい体育施設整備の必要性

について調査検討し、今後１０年を目標に施設の管理運営方法の仕方や、新設・改修・統合・廃止

についての方針を示すため、仙北市体育施設マスタープランを策定するものです。 

 

第２章 これまでの歩み 

 本市のスポーツ行政は、平成１７年の町村合併以前から始まっています。それまでの旧町村のそ

れぞれの体育協会の活動は活発で、各種大会を誘致し運営してきています。 

 合併後の現在の体育協会加盟団体は２８競技３３団体にのぼり、それぞれ市民による大会が各地

で行われています。合併と同時に「仙北市立学校施設開放等に関する規則」（平成１７年９月２０

日教育委員会規則第１８号）が制定され、市民スポーツの場の確保とスポーツサークルの育成を目

指して、学校体育施設開放事業がスタートしました。 

 昭和４５年には、日本体育協会直営での田沢湖青少年スポーツセンターが高原地区に誘致され、

秋田県を代表する県営田沢湖スキー場と併せてスポーツゾーンを形成しています。 

 県営田沢湖スキー場では、昭和４６年開催の田沢湖スキー国体をはじめ３度の国体が開催される

など、日本有数のスキー場です。また、角館地区においては、昭和３６年開催の国体馬術競技をは

じめ２度の国体が開催されております。 

 昭和６２年には、田沢湖畔を会場とする田沢湖マラソンが開始され、東日本では数少ないフルマ

ラソン公認コースの大会で、平成２４年で２７回目の開催となりました。 
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 平成１９年の秋田国体では、正式競技としてスキー（アルペン）・馬術・カヌー（WW・SL）・軟

式野球競技、またデモンストレーションとしてのスポーツ行事（デモスポ）としてデュアスロン競

技も開催されました。生保内地区で開催されたカヌー競技のコースは、平成２３年に国内では数少

ない常設のコースとして、文部科学省から委託を受けた筑波大学により「生保内カヌー競技場」と

して整備され、秋田県・筑波大学・仙北市・秋田県カヌー協会で管理に関する協定を締結し、秋田

県カヌー協会により管理され、オリンピック代表選手強化合宿などにも利用されています。また、

角館地区には県内唯一の馬術競技場も設置されており両競技ともに国体入賞者が多数輩出されてお

ります。 

 平成２３年４月には、市役所の機構改革により教育委員会にスポーツ振興課が設置され、益々社

会体育活動の推進が図られることとなりました。 

 

第３章 現状と課題  

 平成１７年９月２０日に旧田沢湖町、角館町、西木村の合併（人口 32,637 人）により仙北市が

誕生し、平成２４年１１月３０日現在の人口は 29,622 人です。また、平成４７年には２万人を割

り込む統計的予想もあります。 

 平成２３年度の体育協会には、約２千名ほどの市民が加入し、それぞれの団体において競技スポ

ーツや生涯スポーツを楽しんでいます。また、その傘下になっているスポーツ少年団には、７３４

人の団員と３７４人の指導者等が登録されるなど、市民の幅広い世代でのスポーツ活動がおこなわ

れています。 

 現在、田沢湖高原水沢地区においては、民間事業としてパークゴルフ場の設置に向けての活動が

なされ、高原地区では乳頭地区までの遊歩道を計画しています。これらは、市民はもとより来訪者

へもスポーツの楽しみを提供できる施設となると期待しています。 

 秋田県営たざわ湖スキー場については、モーグルスキーのコースが整備され、スノーボードや各

種大会が誘致されるようになりました。また、スキー場の利用の仕方も従来から変化し、民間主導

により年配者も参加できる雪山スキーと雪山トレッキング事業への取り組みが開始されました。こ

れは、スキー客を雪上車などで８合目付近まで輸送し、秋田駒ヶ岳や山麓のスノーフィールドを活

用していただくという内容です。そのため、信頼できるガイドの養成や、山スキー教室の開催とい

ったソフト面のさらなる充実にも取り組む予定です。さらに、スキー国体を３度開催し成功させて

きた実績があり、今後も国体を誘致できる体制にあることから、誘致に向けて積極的に活動するこ

とが必要です。 

 田沢湖マラソンをはじめとした湖畔を利用したスポーツイベントのためには、湖畔エリアに陸上

競技場等の設置も検討していかなければなりません。併せて、湖畔周回のランニングコースや自転

車道の設置を、引き続き関係方面に働きかけてまいります。  
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 仙北市内には、スポーツ活動の拠点となる施設が各地域に点在し、建築年次が古く雨漏りなど老

朽化の影響が顕著になってきております。また、施設の建設担当部署により利用申請が異なること

から、施設を利用しやすい情報の一元化等環境整備が必要です。また、学校開放の現状は、スポー

ツ少年団の利用にとどまり、一般利用されている施設は一部の学校のみとなっております。 

 このようなことから、既存体育施設の大規模改修や、学校統合による遊休施設の利活用及び、大

規模な大会等も開催可能な総合体育館等の建設を検討していかなければなりません。 

 仙北市は毎年度、これらの課題を改善するため、スポーツ施設担当課等による意見交換を実施し、

その結果を実施計画の中に反映させて行くこととしています。 

 

第４章 総合体育施設 

 近年秋田県内のスポーツ界においては、バスケットボール・サッカー・ラグビー競技のプロ組織

が誕生し、愛好者も身近でこれらのプレーを観戦する機会が増えました。スポ―ツ少年団をはじめ

身近な選手の活躍に合わせて、市民のスポーツに対する関心は大いに高まっていると感じています。 

 総合体育施設は、市民の生涯スポーツ活動や健康づくりを実現するための拠点施設として、また

高度なプレーを間近に観戦する機会を増やして、自らもスポーツを楽しみたいという機運を後押し

し、市民のスポーツ振興に大きく寄与するものであります。平成１８年１２月の仙北市総合計画の

中にも、総合体育館建設事業を掲げております。施設が充実されることにより、選手や指導者が育

まれ、仙北市出身の秋田県代表や日本代表選手がこれまで以上に活躍する可能性も増します。加え

て、全国大会規模のスポーツ大会・文化大会やイベント等を誘致できることにより、地域経済への

波及効果も計り知れず、大型体育館を中心とした総合体育施設の建設については、これまでも議論

されてきたとおり、スポーツ愛好者をはじめ市民の望んできた施設であり、仙北市に総合体育施設

の建設を推進いたします。 

 さらに、仙北市総合体育大会を実施することにより、仙北市民の運動促進だけでなく、未だ旧

町村単位の意識が強い仙北市のアイデンティティーづくりに資することが期待されます。 

 また、マーチングバンドやチアリーディング、ロボットコンテストなど、大きな室内会場が必

要な文化系大会誘致も期待できるとともに、これから大規模な災害も想定される仙北市の防災拠

点としての役割も期待できます。 

 

（１）総合体育館 

    メインアリーナ 1800 ㎡以上、ウォームアップルーム、トレーニングルーム、会議室、ランニ

ングコース（200m）、シャワールーム、観覧席 1000 席、駐車台数 300 台規模の体育館施設。 

（２）テニスコート 

   市内各地に分散しているテニスコートの大半が老朽化していることから、市民の健康増進と
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大会や合宿が誘致できる、砂入り人工芝コート１２面。 

（３）屋根付きグラウンド 

既存の体育館の床を撤去し、通年利用が可能な屋根付きグラウンドを検討いたします。 

また、地域の野球などのレベルの向上を図るためにも、ドーム型の球場の建設について、そ

の可能性を検討いたします。 

（４）陸上競技場 

  ４００ｍトラック９コース及びフィールド競技開催可能な施設の建設について、その可能性

を検討いたします。 

（５）プール 

   競技大会の開催が可能なプールの建設は、発展計画にも記載されているように市民の願いで

もあることから、新規の市民プールの建設について、その可能性を検討いたします。 

 

 建設にあたっては、スポーツ振興くじ助成金など国や県の補助金、民間資金の活用、運営は財団

を設立するなどして資金調達と運営も任せるなど、市の財政に極力負担をかけない手法を検討いた

します。 

 また、市内の体育館やテニスコート等は、経年による劣化が進み、使用に支障をきたすようにな

り、また社会的な要因による利用者の減少もあり、その必要性が薄らいできた施設もあります。そ

のような施設について、地域等への管理の移管や、施設自体の廃止・資産売却を行い、建設費用の

捻出や総合体育館への利用集約化を図ってまいります。 

 

第５章 既存体育施設 

 仙北市内には、別添一覧表に示す体育施設があり、市民の身近なスポーツ施設として利用されて

いますが、これらの大半は老朽化しております。少破損については修繕していくものの、財政事情

の面からも利用者や関係者の理解を得ながら、屋内外を問わず施設の再編が必要であります。 

 ただし、高齢者の方々が運動するための、安心して使用して頂ける体育館や広場などの施設が重

要な役割を果たすことから、車での移動が不自由な方などに配慮しながら、施設の集約を検討する

ための方向性を定めることとしました。 

   学校体育施設は、地域住民のスポーツ実践の場としてもっとも身近にある施設のひとつであり、

さらなる開放が必要です。現在市内に１２小中学校があり、小学校 7 校は、主にスポーツ少年団

が利用しております。中学校では一部の学校のみの開放となっており、小中学校とも、より多くの

市民が利用出来るような環境作りに努めてまいります。 

（１）体育館・武道館・市民プール 

   雨天時でも利用が可能な体育館等は重要な体育施設であります。しかし、今後の財政事情を
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考慮すると管理の移管や解体等による維持費の縮減も急務であることから、既存の体育館等に

ついて次のように方向づけをいたします。 

①生保内市民体育館(位置図中（以下「図」という。）-①) 

昭和４２年度に建設され、経年による雨漏り等が顕著です。事務室やフロアーなどで雨漏

りしており、早期に屋根等の改修を実施し、今後も維持管理してまいります。 

② 生保内武道館(図-②) 

昭和５１年度に建設され、スポーツ少年団や生保内中学校の部活動に利用されており、今

後も維持管理してまいります。 

③ 田沢湖活性化センター体育館（旧田沢中学校）(図-③)、 

昭和５８年度に建設され、田沢地域運営体等により活用方策等が検討されています。また、

フローリングを撤去して土の体育館の提案もありますが、立地条件を考察すると利用改善に

つながるかは不透明です。こうしたことから、今後数年の推移を見ながら活用や廃止につい

て検討いたします。 

④ 田沢交流センターの体育館(図-④) 

平成１６年度に小学校の統合に伴って改修された施設で、暖房設備が備わった体育施設で

市民に利用されており、今後も維持管理してまいります。 

⑤ 田沢市民体育館(図-⑤) 

昭和５５年度に建設され、市民やスポーツ少年団利用されておりますが、今後数年の推移

を見ながら活用や廃止について検討いたします。 

⑥ 神代市民体育館(図-⑥) 

昭和５０年度に建設され、仙北市が実施した公共施設安全性総点検事業の調査により、安

全性がおびやかされるため、緊急に改善に取り組むべき状態の判定Ｄとされたことから必要

な整備を実施いたします。 

⑦ 神代武道館(図-⑦) 

昭和５７年度に建設され、スポーツ少年団や神代中学校の部活動で利用されており、今後

も維持管理してまいります。 

⑧ 勤労青少年ホーム体育館(図-⑧) 

昭和５７年度に建設され、多くの市民に利用さており引き続き指定管理者へ業務を委託し

てまいります。 

⑨ 角館東地区公民館の体育館(図-⑨) 

昭和５５年度に建設され、多くの市民に利用されておりますが、長期的には指定管理者等

へ管理を移管することを検討いたします。 

⑩ 角館武道館(図-⑩) 
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平成１２年度に建設され、柔道・剣道・合気道・空手・太極拳・弓道など多くの市民に利

用されており、今後も維持管理してまいります。 

⑪ 雲然トレーニングセンター体育館(図-⑪) 

昭和６１年度に建設され、多くの市民に利用されており、今後も維持管理してまいります。 

⑫ 西長野交流センター体育館(図-⑫) 

平成４年度に建設され、指定管理者等へ管理を委託することを検討してまいります。 

⑬ 広久内農村公園の屋根付運動施設(図-⑬） 

平成４年度に建設され、スポーツ少年団の活動や、市民に利用されており、今後地域等へ

管理の移管を検討してまいります。 

⑭ 旧上桧木内小学校体育館(図-⑭) 

昭和５３年度に建設され、旧校舎の利活用の方針と併せて今後数年の推移を見ながら活用

や廃止について検討いたします。 

⑮ 西木総合健康増進センター体育館(図-⑮) 

昭和５７年度に建設され、体育施設としては市内最大規模であるが、利用者の減少が続い

ており地域の要望を聞きながら、スポーツ用具等の整備をして利用者の増加に努めてまいり

ます。 

⑯ 西木林業者等健康増進施設体育館(図-⑯) 

昭和５９年度に建設され、多くの市民に利用されておりますが、床が損傷していることか

ら整備を実施し、総合型地域スポーツクラブ等へ管理を委託し、さらなる活用を目指します。 

⑰ ふれあいプラザ西木温泉クリオンプール(図-⑰) 

平成２年度に建設され、これまで指定管理者へ業務を委託し平成１５年からは夏季のみの

利用となっています。ついては、老朽化している施設や設備の一部を改修して多くの市民が

利用出来るようにいたします。 

【今後の屋内施設一覧】 

・仙北市が体育施設として管理する屋内施設 

図面番号 施 設 の 名 称 分   類 備  考 

①  生保内市民体育館   体育館   生保内地区

④  田沢交流センター   体育館   田沢地区 

⑥  神代市民体育館   体育館   神代地区 

⑪  雲然トレーニングセンター   体育館   雲沢地区 

⑮  西木総合健康増進センター   体育館   桧木内地区

②  生保内武道館   武道館   生保内地区

⑦  神代武道館   武道館   神代地区 
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⑩  角館武道館   武道館   角館地区 

・指定管理者等へ管理委託を実施又は検討する屋内施設 

図面番号 施 設 の 名 称 分   類 備   考 

⑧  勤労青少年ホーム   体育館   角館地区 

⑨  角館東地区公民館   体育館   角館地区 

⑫  西長野交流センター   体育館   雲沢地区 

⑯  西木林業者等健康増進施設   体育館   西明寺地区

⑰  ふれあいプラザ西木温泉クリオン   プール   西明寺地区

・今後地域等へ管理の移管や、体育施設としての廃止を検討する屋内施設 

図面番号 施 設 の 名 称 分   類 備   考 

③  田沢湖活性化センター   体育館   田沢地区 

⑤  田沢市民体育館   体育館   田沢地区 

⑬  広久内農村公園   屋根付運動施設   白岩地区 

⑭  旧上桧木内小学校   体育館   桧木内地区

 

（２）野球場・ゲートボール場・テニスコート・農村広場・河川公園・馬術場 

 昭和年代の後半に、野球を主とした屋外施設の建設が盛んとなり、小中学校の部活はもとよ

り、社会人においてもチームは乱立し、休日毎に各地の野球場で大会が開催されました。 

 その後、住民の野外スポーツは多種多様となりました。子ども達はスキーやサッカー、大人

たちもスキーやゴルフ、高齢者はゲートボールやグラウンドゴルフなど、さまざまなスポーツ

を楽しむようになりました。この変遷の中で、かつて建設された施設も、その在り方が問われ

ていると考えております。こうしたことから、屋外施設について次のように施設の集約を検討

するための方向性を定めることとしました。 

① 生保内公園の体育施設(図-Ａ) 

昭和５６年度に整備され、仙北市公園施設長寿命化計画に基づき野球場とサブ広場を改修

してまいります。ナイター照明設備については、利用者も殆どいないため撤去する方向で進

めてまいります。公園内のテニスコートについては、施設の改修を要請されておりますが、

後述の総合体育施設のテニスコート建設と併せて計画してまいります。 

② 中生保内農村運動広場(図-Ｂ) 

昭和５６年度に整備され、条件が整い次第、地域等へ管理を移管してまいります。 

③ 武蔵野ゲートボール場(図-Ｃ) 

利用者が減少しており、今後の推移によっては生保内財産区から借受している土地の返地
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を検討いたします。 

④ 田沢湖活性化センターのグラウンド（旧田沢中学校野球場）(図-Ｄ)） 

昭和５８年度に整備され、常設のグラウンドゴルフのコースとして地区住民に利用されて

おり、今後地域等へ管理の移管や、体育施設としての廃止を検討いたします。 

⑤ 大沼農村広場・憩いの森農村広場・小松農村広場(図-Ｅ・Ｆ・Ｇ) 

いずれもグラウンドゴルフ愛好者の練習場等として地区の市民に利用されています。これ

らの農村広場については条件が整い次第、順次地域等へ管理を移管してまいります。 

⑥ 落合運動公園の野球場(図-Ｈ) 

平成８年度に整備され、仙北市公園施設長寿命化計画に基づき整備してまいります。 

⑦ 角館東地区公民館の野球場(図-Ｉ)と運動広場(図-Ｊ) 

昭和５５年度に整備され、長期的には地域・団体等へ管理を移管してまいります。 

⑧ 外ノ山テニスコート(図-Ｋ) 

昭和５８年度に整備され、新規に計画する総合体育施設の計画と併せて検討してまいりま

す。 

⑨ 仙北市馬術競技場(図-Ｌ) 

今後の維持管理について関係機関・団体等と協議してまいります。 

⑩ 玉川河川公園(図-Ｍ) 

平成２１年度に整備され、スポーツ少年団・中学校・高校・一般のサッカー大会等及びグ

ラウンドゴルフに大変多く利用されていますが、春先に排水に時間を要する箇所があり改修

を実施してまいります。 

⑪ 中川コミュニティー広場(図-Ｎ) 

昭和５８年度に整備され、中川地区のスポーツ少年団・市民の活動に多く利用されており、

今後も維持管理してまいります。 

⑫ 雲然野球場(図-Ｏ) 

多くの市民に利用されており今後も維持管理してまいります。 

⑬ 西長野交流センターの運動広場(図-Ｐ)と八割運動広場(図-Ｑ) 

地域等への管理の移管を検討してまいります。 

⑭ 白岩コミュニティー運動広場(図-Ｒ) 

白岩小学校や野球スポーツ少年団の活動及び地域住民に利用されており今後も維持管理し

てまいります。 

⑮ 旧上桧木内小学校グランド(図-Ｓ) 

昭和５３年度に整備され、旧校舎の利活用の方針と併せて検討してまいります。 

⑯ 大地田農村公園(図-Ｔ) 



Ｐ9 

平成１５年度に整備され、グラウンドゴルフ愛好者により活用されており、条件が整い次

第、地域に管理を移管してまいります。 

⑰ 西木総合健康増進センター野球場(図-Ｕ) 

昭和５５年度に整備され、桧木内中学校野球部のメイン球場となっており、引き続き維持

管理してまいります。 

⑱ テニスコート(図-Ｖ) 

荒廃し利用者がいない状況ですので、施設を撤去し土地を駐車場等に活用してまいります。

⑲ 西明寺野球場(図-Ｗ) 

平成８年度に整備され、平成２３年度より中学校の部活による利用がなくなり、社会人に

よる使用が主となっており、その回数は減少しています。今後数年の推移を見ながら管理の

移管や廃止について検討いたします。 

⑳ 桧木内川河川公園(図-Ｘ) 

平成１４年度に整備され、多くの市民にグラウンドゴルフ等で利用されており、今後も維

持管理してまいります。 

【今後の屋外施設一覧】 

・仙北市が体育施設として管理する屋外施設 

図面番号 施 設 の 名 称 分   類 備  考 

Ａ   生保内公園   野球場   生保内地区 

Ｈ   落合運動公園   野球場   角館地区 

Ｏ   雲然野球場   野球場   雲沢地区 

Ｕ   西木総合健康増進センター   野球場   桧木内地区 

Ｙ   西明寺中学校   野球場   西明寺地区 

Ｍ   玉川河川公園   多目的広場   角館地区 

Ｎ   中川コミュニティー広場   運動広場・公園   中川地区 

Ｒ   白岩コミュニティー運動広場   運動広場・公園   白岩地区 

Ｘ   桧木内川河川公園  グランドゴルフ場   西明寺地区 

・指定管理者等へ管理委託を実施又は検討する屋外施設 

図面番号 施 設 の 名 称 分   類 備   考 

Ｐ  西長野交流センター  運動広場・公園等   雲沢地区 

Ｋ  外ノ山テニスコート  テニスコート   角館地区 
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・今後地域等へ管理の移管や、体育施設としての廃止を検討する屋外施設 

図面番号 施 設 の 名 称 分   類 備   考 

Ｂ  中生保内農村運動広場   野球場   生保内地区 

Ｄ  田沢湖活性化センター   野球場   田沢地区 

Ⅰ  角館東地区公民館   野球場   角館地区 

Ｗ  西明寺野球場   野球場   西明寺地区 

Ａ  生保内公園  テニスコート   生保内地区 

Ｖ  西木総合健康増進センター  テニスコート   桧木内地区 

Ｅ  大沼農村広場  運動広場・公園等   神代地区 

Ｆ  憩いの森農村広場  運動広場・公園等   神代地区 

Ｇ  小松農村広場  運動広場・公園等   神代地区 

Ｊ  角館東地区公民館  運動広場・公園等   角館地区 

Ｑ  八割運動広場  運動広場・公園等   雲沢地区 

Ｓ  旧上桧木内小学校  運動広場・公園等   桧木内地区 

Ｔ  大地田農村公園  運動広場・公園等   桧木内地区 

Ｃ  武蔵野ゲートボール場  ゲートボール場   生保内地区 

Ｌ  馬術競技場  馬術競技場   角館地区 

 

第６章 スポーツを推進するために 

 スポーツには、健康づくりや体力づくりなど自ら「するスポーツ」のほか、トップアスリートの

競技を観戦したりする「みるスポーツ」、さらにはイベントにスタッフとして参加したり、指導者

や協力者として「ささえるスポーツ」など多様な形態があります。 

 こうした中で、生涯スポーツを振興するためには、総合型地域スポーツクラブの設立・育成を目

指すことが重要でありますが、クラブが自主的・自立的に運営され持続して活動していくためには、

運営基盤の充実が重要であり、財政基盤の確立と合わせ優れた指導者の育成が必要です。そのうえ

で、地域のだれもが身近にスポーツ活動ができるよう体力や年齢、技術、興味・目的に応じたさま

ざまなプログラムを提供できるよう目指します。 

 従来からある競技種目については、体育協会や体育協会加盟団体が、自主的に競技人口の拡大や

競技力の向上に資するプログラムの提供に努めます。 

 高齢者スポーツの振興については、各種健康教室の充実が不可欠で、仙北市スポーツ推進委員の

派遣事業等を活用し、ストレッチ体操など各種プログラムを提供してまいります。 

 健康づくり運動については、毎年５月末の水曜日に開催される「チャレンジデー」の参加率向上
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を目標としながら、運動の習慣化のために、総合型地域スポーツクラブの日々の取り組みを支援し、

スポーツ推進委員の派遣事業や地区住民の皆さんから普及に対する協力などを得ながら取り組みた

いと考えています。さらに同様の取り組みをされている関係機関等と情報交換を実施し、幅広い年

代での運動に結び付けてまいります。 

 仙北市は平成２５年度以降、平成３４年度まで、毎年度、本マスタープランに掲げられた課題を

改善するため、スポーツ施設担当課等による意見交換を実施し、その結果をマスタープラン実施計

画の中に反映させて行くこととしています。 

 なお、既存の体育施設で、「今後地域等への管理や、体育施設としての廃止を検討する施設」と

位置付けられた施設については、当年の利用者数が前年度を上回れば、当年は当該措置を留保する

こととします。 
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図

り
た

い
。

6

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

【
指

定
管

理
】

体
育

館
角

館
町

外
ノ

山
1
9

生
涯

学
習

課
S

5
7
年

度
鉄

骨
7
2
6
㎡

9
:0

0
～

2
2
:0

0
3
5
0

7
,2

5
3

9
:0

0
～

2
2
:0

0
3
5
3

8
,7

2
7

　
小

学
生

か
ら

一
般

ま
で

の
各

種
団

体
の

利
用

が
多

い
。

中
で

も
角

館
地

区
か

ら
の

利
用

者
が

多
く

、
地

域
的

な
偏

り
が

見
ら

れ
る

。
　

一
年

を
通

じ
て

利
用

者
数

は
ほ

ぼ
一

定
で

あ
る

。

　
体

育
館

の
施

設
の

規
模

は
小

さ
い

が
利

用
者

は
多

く
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
遮

光
対

策
等

の
施

設
の

整
備

を
図

り
た

い
。

7

角
館

交
流

セ
ン

タ
ー

多
目

的
ホ

ー
ル

【
指

定
管

理
】

体
育

館
角

館
町

中
菅

沢
7
7
-
3
0

生
涯

学
習

課
S

6
3
年

度
木

造
平

屋
建

2
,2

2
9
㎡

8
:0

0
～

2
1
:0

0
3
3
8

4
0
,0

6
1

9
:0

0
～

2
2
:0

0
（
休

館
日

を
除

く
月

曜
日

は
1
7
時

ま
で

1
1
月

～
3
月

は
2
1
時

ま
で

）

3
2
8

3
6
,9

9
7

　
青

少
年

団
体

の
利

用
が

比
較

的
少

な
く

、
成

人
団

体
や

婦
人

団
体

の
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
。

　
ス

ポ
ー

ツ
の

た
め

の
設

備
は

な
く

、
集

会
所

並
び

に
ダ

ン
ス

な
ど

各
種

教
室

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
施

設
に

つ
い

て
改

修
の

計
画

は
な

い
。

8

角
館

東
地

区
公

民
館

体
育

館
角

館
町

外
ノ

山
1
1

生
涯

学
習

課
（
公

民
館

）

S
5
4
年

度
S

5
5
年

度
鉄

骨
9
2
0
㎡

一
部

二
階

建
て

9
:0

0
～

2
2
:0

0
2
6
0

7
,4

3
4

9
:0

0
～

2
2
:0

0
3
1
5

7
,7

7
7

　
定

期
的

な
利

用
者

が
主

で
あ

る
が

、
冬

期
期

間
中

は
ス

ポ
少

や
高

校
生

の
利

用
が

重
な

り
、

団
体

等
が

話
し

合
っ

て
曜

日
・
時

間
を

決
め

て
い

る
。

　
利

用
者

は
多

く
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
床

の
破

損
が

激
し

い
の

で
施

設
の

整
備

を
図

り
た

い
。

9

雲
然

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

体
育

館
角

館
町

雲
然

田
中

4
3
7
-
1
3

農
山

村
活

性
課

S
6
1
年

度
鉄

骨
平

屋
9
2
6
.5

0
㎡

バ
ス

ケ
ッ

ト
・
ﾊ

ﾞﾚ
ｰ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
ｺ
ｰ

ﾄ１
面

8
:3

0
～

2
2
:0

0
3
2
4

1
3
,9

2
4

8
:3

0
～

2
2
:0

0
3
2
4

1
1
,2

7
8

　
ほ

と
ん

ど
が

市
内

各
地

区
、

中
学

・
一

般
団

体
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
利

用
者

は
多

く
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
遮

光
対

策
用

に
施

設
の

整
備

を
図

り
た

い
。

ワ
ッ

ク
ス

処
理

を
行

う
な

ど
維

持
管

理
に

努
め

た
い

。

1
0

西
長

野
交

流
セ

ン
タ

ー
体

育
館

角
館

町
西

長
野

中
泊

4
0
2

角
館

地
域

セ
ン

タ
ー

H
4
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
7
1
5
㎡

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

1
面

9
:0

0
～

2
2
:0

0
1
7
1

6
,0

6
0

9
:0

0
～

2
2
:0

0
2
2
2

5
,3

9
9

　
ス

ポ
少

活
動

・
成

人
の

利
用

者
で

占
め

ら
れ

て
お

り
、

　
西

長
野

地
区

だ
け

で
は

な
く

、
市

内
各

地
区

の
個

人
や

団
体

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
１

年
を

通
し

て
平

均
的

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

　
利

用
者

は
多

く
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
管

理
者

が
常

駐
し

て
い

な
い

こ
と

に
よ

り
、

施
設

の
破

損
が

目
立

つ
。

施
設

の
整

備
と

併
せ

て
、

地
域

か
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

へ
の

管
理

委
託

を
検

討
す

る
。

水
道

水
に

つ
い

て
は

、
高

架
水

槽
を

迂
回

す
る

こ
と

等
に

よ
り

整
備

を
図

り
た

い
。

1
1

旧
上

桧
木

内
小

学
校

体
育

館
西

木
町

上
桧

木
内

字
大

地
田

5
0

管
財

課
S

5
3
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
5
3
9
㎡

、
暖

房
装

置
有

　
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

１
面

・
ス

テ
ー

ジ
・
ト

イ
レ

有

8
:3

0
～

2
1
:5

0
1
0
9

1
,4

9
1

8
:3

0
～

2
1
:5

0
9
5

7
4
7

　
地

域
の

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

、
卓

球
愛

好
者

等
が

利
用

し
て

い
る

。
紙

風
船

制
作

時
、

ま
た

、
集

団
検

診
に

も
利

用
さ

れ
て

い
る

。
H

2
4
.2

.2
4
の

雪
害

（
体

育
館

屋
根

破
損

）
に

よ
り

使
用

で
き

な
い

期
間

が
あ

っ
た

為
利

用
者

数
が

減
っ

た
。

　
屋

根
の

ペ
ン

キ
塗

り
が

必
要

で
あ

る
。

高
置

水
槽

が
現

在
使

用
で

き
な

い
状

態
に

あ
る

。
体

育
館

は
市

道
に

隣
接

し
て

お
り

市
道

に
は

簡
易

水
道

の
本

管
が

埋
設

さ
れ

て
い

る
た

め
、

本
管

か
ら

分
水

し
体

育
館

単
独

で
水

道
を

使
用

し
た

い
。

ま
た

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
車

庫
付

近
の

舗
装

が
破

損
し

て
お

り
部

分
的

な
補

修
が

必
要

で
あ

る
。

1
2

西
木

総
合

健
康

増
進

セ
ン

タ
ー

体
育

館
西

木
町

桧
木

内
字

吉
田

1
2
3

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

S
5
7
年

度
鉄

骨
一

部
二

階
建

、
1
,7

9
1
,5

9
平

方
メ

ー
ト

ル
　

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

コ
ー

ト
１

面
（
バ

ト
ミ

ン
ト

ン
コ

ー
ト

６
面

設
置

可
）
会

議
室

１
部

屋

9
:0

0
～

2
2
:0

0
1
5
5

1
,6

4
6

9
:0

0
～

2
2
:0

0
1
0
5

1
,1

5
7

　
ス

ポ
少

・
中

学
校

部
活

及
び

成
人

団
体

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

西
木

地
区

の
団

体
な

ど
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
仙

北
市

内
の

体
育

館
で

、
最

大
規

模
の

施
設

で
あ

る
。

現
在

の
施

設
利

用
者

は
少

な
い

が
、

設
備

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
の

増
加

を
目

指
す

。
ワ

ッ
ク

ス
処

理
を

行
う

な
ど

維
持

管
理

に
努

め
た

い
。

1
3

西
木

林
業

者
等

健
康

増
進

施
設

体
育

館
西

木
町

門
屋

字
屋

敷
田

8
4

保
健

課
S

5
9
年

度
木

造
平

屋
建

て
（
鉄

骨
造

り
）

　
5
8
6
㎡

9
:0

0
～

2
2
:0

0
2
5
1

1
4
,7

2
4

9
:0

0
～

2
2
:0

0
2
7
3

1
5
,2

1
7

　
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

か
ら

高
齢

者
ま

で
年

齢
層

も
幅

広
く

、
部

活
目

的
や

健
康

作
り

目
的

な
ど

、
幅

広
く

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
利

用
者

は
多

く
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

が
、

床
が

破
損

し
て

い
る

の
で

整
備

を
図

り
た

い
。

　
ま

た
、

Ｈ
２

４
年

よ
り

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

北
浦

ア
ク

ア
を

中
心

に
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

を
展

開
し

て
い

く
事

と
な

る
為

、
施

設
の

維
持

管
理

も
併

せ
て

利
便

性
の

よ
い

施
設

を
目

指
す

。

1
4

生
保

内
武

道
館

武
道

館
田

沢
湖

生
保

内
字

武
蔵

野
1
0
5
-
1

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

Ｓ
5
1
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
４

９
７

㎡
柔

道
場

１
面

、
剣

道
場

１
面

8
:3

0
～

2
2
:0

0
（
1
1
月

～
3

月
　

2
1
:0

0
）

2
3
2

4
,5

2
0

8
:3

0
～

2
2
:0

0
（
1
1
月

～
3
月

2
1
:0

0
）

2
1
3

3
,3

8
5

　
ス

ポ
少

・
中

学
校

部
活

及
び

成
人

団
体

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

生
保

内
地

区
の

団
体

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

児
童

生
徒

を
中

心
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、

引
き

続
き

良
好

に
維

持
管

理
し

た
い

。

№
施

設
の

名
称

分
類

①
施

設
の

状
況

③
利

用
の

状
況

（
2
3
年

度
）

②
利

用
の

状
況

（
2
1
年

度
）
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資
料

１
仙

北
市

内
社

会
体

育
施

設
　

　
一

覧
表

④
当

面
の

方
針

に
つ

い
て

所
在

地
所

管
課

建
設

年
度

構
造

・
規

模
・
面

積
等

利
用

時
間

利
用

日
数

利
用

人
数

利
用

時
間

利
用

日
数

利
用

人
数

利
用

の
傾

向
現

状
や

計
画

№
施

設
の

名
称

分
類

①
施

設
の

状
況

③
利

用
の

状
況

（
2
3
年

度
）

②
利

用
の

状
況

（
2
1
年

度
）

　　　　　

1
5

神
代

武
道

館
武

道
館

田
沢

湖
神

代
字

野
中

清
水

2
8
3
-
2

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

Ｓ
5
7
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
4
5
6
㎡

柔
道

場
２

面
、

8
:3

0
～

2
2
:0

0
（
1
1
月

～
3

月
　

2
1
:0

0
）

2
6
6

4
,9

2
1

8
:3

0
～

2
2
:0

0
（
1
1
月

～
3
月

2
1
:0

0
）

2
3
7

4
,4

3
8

　
ス

ポ
少

・
中

学
校

部
活

及
び

成
人

団
体

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
（
現

在
、

剣
道

の
活

動
は

な
い

。
）

　
神

代
地

区
の

団
体

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

　
児

童
生

徒
を

中
心

に
活

用
さ

れ
て

お
り

、
引

き
続

き
良

好
に

維
持

管
理

し
た

い
。

1
6

角
館

武
道

館
（
弓

道
場

含
）

武
道

館
角

館
町

表
町

上
丁

6
生

涯
学

習
課

（
公

民
館

）

H
1
2
年

度
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
一

部
木

造
平

屋
建

、
武

道
館

6
9
2
㎡

、
弓

道
場

6
7
8
㎡

8
:3

0
～

2
2
:0

0
3
0
4

1
8
,6

2
4

8
:3

0
～

2
2
:0

0
3
0
2

1
7
,2

1
1

　
武

道
館

は
、

j柔
道

、
剣

道
、

合
気

道
、

空
手

、
太

極
拳

等
武

道
関

係
の

方
々

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

弓
道

場
は

、
角

館
高

等
学

校
・
角

館
南

高
等

学
校

の
弓

道
部

、
角

館
大

弓
会

の
利

用
と

な
っ

て
い

る
。

　
管

理
者

が
常

駐
し

、
良

好
に

利
用

管
理

さ
れ

て
お

り
、

引
き

続
き

維
持

管
理

し
た

い
。

1
7

広
久

内
農

村
公

園
屋

根
付

運
動

施
設

角
館

町
白

岩
広

久
内

字
舟

場
9
9

農
山

村
活

性
課

H
4
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
3
4
8
.5

㎡
8
:3

0
～

2
1
:0

0
1
4
4

1
,8

7
5

8
:3

0
～

2
1
:0

0
1
3
6

1
,9

0
2

　
ス

ポ
少

～
高

齢
者

ま
で

、
野

球
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

、
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
等

の
地

域
及

び
神

代
、

大
仙

市
の

方
々

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
特

に
冬

期
間

の
利

用
が

多
い

。

　
地

域
の

方
が

、
申

請
及

び
管

理
を

任
さ

れ
て

お
り

、
引

き
続

き
維

持
管

理
し

た
い

。

1
8

生
保

内
公

園
野

球
場

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

地
内

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

S
5
6
年

度
鉄

骨
平

屋
建

1
6
,0

0
0
㎡

、
ナ

イ
タ

ー
照

明
あ

り
、

　
　

1
0
,6

0
0
人

収
容

5
:0

0
～

2
1
:3

0
1
0
0

4
,2

8
3

5
:0

0
～

2
1
:3

0
3
7

2
,1

5
4

　
中

高
生

及
び

成
人

団
体

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
市

外
・
県

外
か

ら
の

利
用

団
体

も
増

え
て

い
る

が
利

用
人

数
は

少
な

く
な

っ
て

い
る

、
こ

の
先

緩
や

か
に

減
少

傾
向

に
向

か
う

と
思

わ
れ

る
。

　
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
改

修
す

る
。

老
朽

化
し

た
、

野
球

場
の

ス
タ

ン
ド

や
フ

ェ
ン

ス
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
分

を
改

修
す

る
。

ま
た

、
内

野
と

サ
ブ

グ
ラ

ン
ド

の
表

土
の

入
替

を
実

施
す

る
。

1
9

中
生

保
内

農
村

運
動

広
場

野
球

場
田

沢
湖

生
保

内
字

造
道

1
7
1

農
山

村
活

性
課

S
5
6
年

度
１

５
０

０
０

㎡
日

中
1
4
7

8
:0

0
-
1
7
:0

0
3
0

3
0
0

　
学

校
等

の
野

球
練

習
や

地
域

の
方

の
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
等

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

2
0

田
沢

湖
活

性
化

セ
ン

タ
ー

野
球

場
田

沢
湖

田
沢

字
高

屋
1
6
6
-
5

田
沢

出
張

所
S

5
8
年

度
旧

田
沢

中
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド

１
面

5
:0

0
～

1
9
:0

0
1
0
0

1
,2

4
0

　
主

に
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
や

地
域

の
方

の
軽

ス
ポ

ー
ツ

や
キ

ャ
ッ

チ
ボ

ー
ル

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
グ

ラ
ン

ド
ゴ

ル
フ

場
と

し
て

ゴ
ー

ル
を

常
時

設
置

し
て

い
る

。
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。

2
1

落
合

運
動

公
園

野
球

場
角

館
町

西
野

川
原

地
内

外
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

Ｈ
6
,7

年
度

造
成

Ｈ
8
年

度
工

事
着

工

鉄
骨

平
屋

建
、

1
9
,1

5
8
㎡

、
5
,0

0
0
人

収
容

5
:0

0
～

1
9
:0

0
1
5
8

8
,8

0
9

5
:0

0
～

1
9
:0

0
8
5

5
,0

4
7

中
高

生
、

成
人

の
団

体
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
角

館
地

区
だ

け
で

は
な

く
、

市
内

、
外

各
地

区
の

個
人

や
団

体
な

ど
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
、

野
球

場
メ

イ
ン

ス
タ

ン
ド

棟
外

部
改

修
・
ス

コ
ア

ボ
ー

ド
棟

改
修

・
内

外
野

等
の

整
備

を
図

り
た

い
。

2
2

角
館

東
地

区
公

民
館

野
球

場
角

館
町

外
ノ

山
1
1

生
涯

学
習

課
（
公

民
館

）

S
5
4
年

度
S

5
5
年

度
9
:0

0
～

2
0
:0

0
1
2
9

4
,2

9
2

9
:0

0
～

2
0
:0

0
7
3

1
,9

2
4

　
定

期
的

な
利

用
者

で
あ

り
、

5
0
0
歳

野
球

ク
ラ

ブ
が

使
用

し
て

い
る

。
　

引
き

続
き

良
好

に
維

持
管

理
し

た
い

。

2
3

雲
然

野
球

場
野

球
場

角
館

町
雲

然
田

中
2
6
4
-
1

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

S
5
5
年

度
1
3
,3

0
3
㎡

5
:0

0
～

1
9
:0

0
1
1
7

2
,9

0
5

5
:0

0
～

1
9
:0

0
1
1
2

1
,8

2
5

　
ス

ポ
少

及
び

成
人

の
団

体
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
主

に
角

館
地

区
の

団
体

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

が
、

市
外

か
ら

の
利

用
者

も
い

る
。

　
利

用
者

は
多

く
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。
長

期
的

に
は

、
内

野
と

外
野

の
整

備
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

、
ダ

ッ
グ

ア
ウ

ト
や

フ
ェ

ン
ス

に
つ

い
て

も
併

せ
て

整
備

を
図

り
た

い
。

2
4

西
木

総
合

健
康

増
進

セ
ン

タ
ー

野
球

場
西

木
町

桧
木

内
字

吉
田

6
-
6

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

S
5
5
年

度
1
7
,8

7
4
㎡

9
:0

0
～

1
9
:0

0
1
5
5

1
,3

9
5

9
:0

0
～

1
9
:0

0
1
6
0

2
,2

4
0

　
主

に
中

学
校

部
活

動
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
主

に
、

桧
木

内
中

学
校

野
球

部
が

利
用

し
て

い
る

。
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。

2
5

西
明

寺
中

学
校

（
野

球
）

野
球

場
西

木
町

上
荒

井
字

上
橋

元
2
8
0
-
1

教
育

総
務

課
Ｈ

2
3
年

度
外

野
芝

生
9
5
2
6
㎡

両
翼

9
2
m

ホ
ー

ム
～

セ
ン

タ
ー

1
1
0
m

S
B

O
有

り

　
主

に
中

学
校

部
活

動
で

利
用

さ
れ

て
お

り
、

一
般

の
利

用
者

は
あ

ま
り

い
な

い
。

　
市

民
か

ら
、

バ
ッ

ク
ス

ク
リ

ー
ン

設
置

の
要

望
が

あ
る

の
で

設
備

を
図

り
た

い
。

2
6

西
明

寺
野

球
場

野
球

場
西

木
町

小
渕

野
字

向
山

5
2
-
2

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

H
8
年

度
1
6
,0

3
4
㎡

5
:0

0
～

1
9
:0

0
9
9

2
,7

8
2

5
:0

0
～

1
9
:0

0
3
9

1
,0

3
4

　
西

木
地

区
の

一
般

野
球

チ
ー

ム
で

占
め

て
い

る
。

神
代

・
角

館
地

区
の

一
般

野
球

チ
ー

ム
も

試
合

な
ど

で
の

利
用

が
見

ら
れ

る
。

　
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。

2
7

生
保

内
公

園
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
田

沢
湖

生
保

内
字

武
蔵

野
地

内
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

S
5
5
年

度
2
,1

1
1
㎡

、
オ

ム
ニ

コ
ー

ト
１

面
、

ク
レ

イ
コ

ー
ト

２
面

5
:0

0
～

1
9
:0

0
1
1

3
0

5
:0

0
～

1
9
:0

0
3
6

1
3
7

　
ス

ポ
少

及
び

成
人

団
体

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

生
保

内
地

区
の

団
体

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
総

合
体

育
施

設
の

計
画

と
併

せ
て

検
討

す
る

。

2
8

外
ノ

山
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
【
指

定
管

理
】

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

角
館

町
外

ノ
山

1
9

生
涯

学
習

課
S

5
8
年

度
ナ

イ
タ

ー
照

明
あ

り
、

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

２
面

1
0
:0

0
～

2
2
:0

0
2
8

9
2

1
0
:0

0
～

2
2
:0

0
4
0

1
4
8

　
青

少
年

か
ら

成
人

ま
で

利
用

さ
れ

て
い

る
が

高
齢

者
の

利
用

は
ほ

と
ん

ど
な

い
。

　
１

２
月

か
ら

３
月

ま
で

は
閉

鎖
し

て
い

る
。

　
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

総
合

体
育

施
設

の
計

画
と

併
せ

て
検

討
す

る
。

2
9

角
館

森
林

総
合

利
用

施
設

【
指

定
管

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

角
館

町
西

長
野

古
米

沢
3
6
7
-
2

農
山

村
活

性
課

H
2
年

度
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
２

面
利

用
な

し
利

用
な

し
利

用
な

し
利

用
な

し
利

用
な

し
利

用
な

し
 2

3
年

度
利

用
者

な
し

　
コ

ー
ト

及
び

フ
ェ

ン
ス

等
の

破
損

に
よ

り
使

用
不

可
の

状
態

。
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

総
合

体
育

施
設

の
計

画
と

併
せ

て
検

討
す

る
。
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資
料

１
仙

北
市

内
社

会
体

育
施

設
　

　
一

覧
表

④
当

面
の

方
針

に
つ

い
て

所
在

地
所

管
課

建
設

年
度

構
造

・
規

模
・
面

積
等

利
用

時
間

利
用

日
数

利
用

人
数

利
用

時
間

利
用

日
数

利
用

人
数

利
用

の
傾

向
現

状
や

計
画

№
施

設
の

名
称

分
類

①
施

設
の

状
況

③
利

用
の

状
況

（
2
3
年

度
）

②
利

用
の

状
況

（
2
1
年

度
）

　　　　　

3
0

西
木

総
合

健
康

増
進

セ
ン

タ
ー

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

西
木

町
桧

木
内

字
吉

田
6
-
6

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

S
5
5
年

度
ナ

イ
タ

ー
照

明
な

し
、

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

２
面

9
:0

0
～

1
9
:0

0
0

0
9
:0

0
～

1
9
:0

0
0

0
 2

3
年

度
利

用
者

な
し

　
現

状
は

利
用

で
き

る
状

態
で

は
な

く
、

体
育

館
の

テ
ニ

ス
利

用
者

も
ほ

と
ん

ど
い

な
い

こ
と

か
ら

、
希

望
者

に
は

他
の

施
設

を
利

用
し

て
い

た
だ

き
、

本
施

設
は

撤
去

解
体

し
た

い
。

3
1

玉
川

河
川

公
園

多
目

的
広

場
角

館
町

岩
瀬

下
夕

野
地

内
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

H
2
1
年

度
8
,9

7
0
㎡

、
8
:0

0
～

1
9
:0

0
6
3

5
,9

3
0

　
サ

ッ
カ

ー
(キ

ッ
ズ

～
一

般
）
及

び
一

般
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

愛
好

者
が

利
用

　
排

水
不

良
個

所
の

改
善

を
図

り
た

い
。

3
2

生
保

内
公

園
運

動
広

場
・
公

園
等

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

地
内

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

S
5
5
年

度
8
,4

0
0
㎡

、
サ

ブ
広

場
（
サ

ッ
カ

ー
等

使
用

可
）

8
:3

0
～

2
1
:0

0
8
6
8

8
:3

0
～

2
1
:0

0
野

球
場

に
含

む
野

球
場

に
含

む
　

ス
ポ

少
・
中

学
校

部
活

及
び

成
人

団
体

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

生
保

内
地

区
の

団
体

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

改
修

す
る

。
サ

ッ
カ

ー
の

試
合

や
野

球
と

グ
ラ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

練
習

な
ど

多
岐

に
わ

た
り

利
用

さ
れ

て
い

る
。

表
面

が
固

く
、

ス
ラ

ィ
デ

ン
グ

で
負

傷
す

る
場

合
が

多
い

た
め

、
表

土
の

入
替

を
実

施
す

る
。

3
3

小
松

農
村

広
場

運
動

広
場

・
公

園
等

田
沢

湖
小

松
字

羽
根

ヶ
台

1
7
4
-
1

農
山

村
活

性
課

S
6
2
年

度
5
,0

8
5
㎡

　
　

広
場

工
・
駐

車
場

含
む

8
:0

0
～

1
7
:0

0
1
5

3
0
0

8
:0

0
～

1
7
:0

0
1
5

3
0
0

　
地

域
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

愛
好

会
の

利
用

が
殆

ど
で

あ
る

。
　

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

3
4

大
沼

農
村

広
場

運
動

広
場

・
公

園
等

田
沢

湖
梅

沢
字

沼
頭

4
-
1
0

農
山

村
活

性
課

H
5
年

度
1
7
,7

2
6
㎡

　
多

目
的

広
場

・
駐

車
場

管
理

棟
含

む

8
:0

0
～

1
7
:0

0
2
5

7
5
0

8
:0

0
～

1
7
:0

0
2
5

7
5
0

　
地

域
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

愛
好

会
の

利
用

が
殆

ど
で

あ
る

。
　

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

3
5

憩
い

の
森

農
村

広
場

運
動

広
場

・
公

園
等

田
沢

湖
梅

沢
字

都
野

3
-
1

農
山

村
活

性
課

4
,9

1
3
㎡

　
広

場
工

・
公

衆
ﾄｲ

ﾚ
含

む
8
:0

0
～

1
7
:0

0
2
0

4
0
0

8
:0

0
～

1
7
:0

0
1 5

3
0
0

　
地

域
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

愛
好

会
の

利
用

が
殆

ど
で

あ
る

。
　

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

3
6

角
館

駅
東

公
園

運
動

広
場

・
公

園
等

角
館

町
上

菅
沢

地
内

都
市

整
備

課
H

2
1
年

度
面

積
5
,0

0
0
㎡

、
野

芝
3
,6

6
0

㎡
、

東
屋

２
基

、
ト

イ
レ

１
基

、
水

飲
み

場
１

基
、

ベ
ン

チ
１

３
基

、
照

明
灯

１
３

基

6
:0

0
～

2
0
:0

0
2
4
4

7
,5

0
0

6
：
0
0
～

2
0
：

0
0

2
4
4

8
,5

4
0

　
早

朝
は

中
高

年
層

の
利

用
が

多
く

、
日

中
は

親
子

連
れ

や
保

育
園

の
園

外
保

育
。

夕
方

は
児

童
、

中
高

年
層

の
傾

向
。

駐
車

場
も

隣
接

し
て

い
る

た
め

、
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
等

の
休

憩
も

多
い

。
多

目
的

ト
イ

レ
と

併
わ

せ
４

基
の

ト
イ

レ
が

公
園

利
用

者
に

喜
ば

れ
て

い
る

。

　
軽

ス
ポ

ー
ツ

で
の

利
用

が
見

込
ま

れ
、

現
状

の
と

お
り

維
持

管
理

し
た

い
。

3
7

角
館

東
地

区
公

民
館

運
動

広
場

・
公

園
等

角
館

町
外

ノ
山

1
1

生
涯

学
習

課
（
公

民
館

）

S
5
4
年

度
S

5
5
年

度
面

積
2
1
,6

2
6
㎡

サ
ッ

カ
ー

場
1
面

野
球

場
（
少

年
野

球
）
1
面

9
:0

0
～

2
0
:0

0
6
5

2
,0

4
0

9
：
0
0
～

2
0
：

0
0

2
5

4
5
5

　
サ

ッ
カ

ー
の

練
習

や
老

人
ク

ラ
ブ

の
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

練
習

等
が

多
い

。
　

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

3
8

中
川

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

広
場

運
動

広
場

・
公

園
等

角
館

町
川

原
中

道
4
6

教
育

総
務

課
S

5
8
年

度
野

球
場

1
面

1
5
:0

0
～

1
9
:3

0
（
土

日
祝

8
:0

0
～

1
9
:3

0
）

1
2
9

3
,1

9
0

1
5
:0

0
～

1
9
:3

0
（
土

日
祝

8
:0

0
～

1
9
:3

0
）

1
3
7

1
,9

1
7

ス
ポ

少
及

び
成

人
団

体
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
中

川
地

区
の

団
体

な
ど

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

中
川

小
学

校
の

ス
ポ

少
活

動
な

ど
で

多
く

の
人

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。

3
9

八
割

運
動

広
場

運
動

広
場

・
公

園
等

角
館

町
雲

然
田

中
4
1
1
-
1

農
山

村
活

性
課

S
6
0
年

度
1
,0

6
0
㎡

　
通

路
・
駐

車
場

含
む

5
:0

0
～

1
8
:0

0
5
7

8
4
0

9
：
0
0
～

1
7
：

0
0

3
0

6
0
0

　
地

域
の

グ
ラ

ン
ド

ゴ
ル

フ
・
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
愛

好
者

の
利

用
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

る
。

　
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。

4
0

西
長

野
交

流
セ

ン
タ

ー
運

動
広

場
・
公

園
等

角
館

町
西

長
野

中
泊

4
0
2

角
館

地
域

セ
ン

タ
ー

1
0
.9

1
0
㎡

、
野

球
場

1
面

、
陸

上
競

技
ト

ラ
ッ

ク
0

0
0

0
　

草
刈

り
等

の
維

持
管

理
を

実
施

し
て

い
る

。
　

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

4
1

白
岩

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

運
動

広
場

運
動

広
場

・
公

園
等

角
館

町
白

岩
上

西
野

1
5
3

角
館

地
域

セ
ン

タ
ー

H
4
年

度
1
5
,5

8
3
㎡

、
野

球
場

1
面

、
陸

上
競

技
ト

ラ
ッ

ク
9
:0

0
～

1
9
:0

0
1
8
4

3
,1

4
0

9
:0

0
～

1
9
:0

0
1
0
7

1
,1

7
7

　
白

岩
小

学
生

の
グ

ラ
ン

ド
・
野

球
ス

ポ
少

の
利

用
。

　
主

に
白

岩
地

区
の

個
人

や
団

体
な

ど
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
白

岩
小

学
校

の
ス

ポ
少

活
動

な
ど

で
多

く
の

人
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

4
2

大
地

田
農

村
公

園
運

動
広

場
・
公

園
等

西
木

町
上

桧
木

内
字

大
地

田
3
-
1

農
山

村
活

性
課

H
1
5
年

度
敷

地
面

積
8
,9

1
0
㎡

、
内

、
ス

テ
ー

ジ
建

物
、

8
1
.1

5
㎡

8
:3

0
～

2
2
:0

0
7
4

6
1
5

8
:3

0
～

2
2
:0

0
2
5

7
5
0

　
地

域
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

愛
好

者
が

使
用

し
て

い
る

。
紙

風
船

祭
り

当
日

は
本

施
設

が
会

場
と

な
っ

て
い

る
。

年
一

回
、

上
桧

木
内

保
育

園
が

運
動

会
を

開
催

し
て

い
る

。

　
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。

4
3

旧
上

桧
木

内
小

学
校

運
動

広
場

・
公

園
等

西
木

町
上

桧
木

内
字

大
地

田
5
0

管
財

課
S

5
3
年

度
旧

上
桧

木
内

小
学

校
　

グ
ラ

ウ
ン

ド
面

積
　

2
,4

4
7
㎡

8
:3

0
～

2
2
:0

0
0

0
8
:0

0
～

1
7
:0

0
0

0
　

グ
ラ

ン
ド

使
用

の
申

し
出

は
な

い
。

　
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。

4
4

西
木

温
泉

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ
ク

リ
オ

ン 【
指

定
管

理
】

プ
ー

ル
西

木
町

門
屋

字
屋

敷
田

8
3
-
2

企
画

政
策

課
H

2
年

度
2
5
ｍ

プ
－

ル
・
5
コ

－
ス

　
2
7
5

㎡
1
1
:0

0
～

1
9
:0

0
3
1

1
,5

6
9

1
1
:0

0
～

1
9
:0

0
0

0
　

震
災

後
、

設
備

の
亀

裂
拡

大
や

排
水

グ
レ

ー
チ

ン
グ

の
不

具
合

に
よ

り
２

３
年

度
は

使
用

を
中

止
　

当
該

プ
ー

ル
は

、
利

用
客

の
減

少
と

施
設

設
備

の
老

朽
化

に
よ

り
、

平
成

1
5
年

3
月

に
休

止
さ

れ
て

以
降

、
地

元
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

か
ら

の
要

望
を

受
け

、
暫

定
的

に
夏

季
の

み
の

営
業

を
行

っ
て

い
る

が
、

設
備

等
の

劣
化

が
著

し
い

。
プ

ー
ル

施
設

に
つ

い
て

は
、

使
用

が
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
不

良
設

備
の

改
修

を
図

り
市

民
の

利
用

を
可

能
に

し
た

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
施

設
は

指
定

管
理

者
に

委
託

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

営
上

の
考

え
を

含
め

て
運

営
の

在
り

方
を

協
議

す
る

。
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資
料

１
仙

北
市

内
社

会
体

育
施

設
　

　
一

覧
表

④
当

面
の

方
針

に
つ

い
て

所
在

地
所

管
課

建
設

年
度

構
造

・
規

模
・
面

積
等

利
用

時
間

利
用

日
数

利
用

人
数

利
用

時
間

利
用

日
数

利
用

人
数

利
用

の
傾

向
現

状
や

計
画

№
施

設
の

名
称

分
類

①
施

設
の

状
況

③
利

用
の

状
況

（
2
3
年

度
）

②
利

用
の

状
況

（
2
1
年

度
）

　　　　　

4
5

桧
木

内
川

河
川

公
園

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

場

西
木

町
門

屋
字

下
川

原
地

内
外

都
市

整
備

課
H

1
4
年

度
施

設
面

積
3
2
,2

0
0
㎡

（
内

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

使
用

部
分

9
,1

0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
）

6
:0

0
～

2
0
:0

0
2
4
4

8
,5

0
0

6
:0

0
～

2
0
:0

0
2
4
4

8
,5

0
0

 早
朝

は
中

高
年

層
の

利
用

が
多

く
、

日
中

は
親

子
連

れ
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

愛
好

者
が

多
く

大
会

等
も

開
催

さ
れ

て
い

る
、

市
外

か
ら

の
利

用
者

も
あ

る
。

夕
方

は
児

童
、

中
高

年
層

の
傾

向
。

駐
車

場
も

隣
接

し
て

い
る

た
め

、
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
等

の
休

憩
も

見
受

け
ら

れ
る

。
多

目
的

ト
イ

レ
と

併
わ

せ
４

基
の

ト
イ

レ
と

大
き

な
東

屋
が

公
園

利
用

者
に

喜
ば

れ
て

い
る

。

　
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
の

利
用

者
数

は
多

い
。

河
川

公
園

内
で

あ
る

た
め

、
河

川
の

増
水

の
影

響
を

受
け

や
す

く
、

コ
ー

ス
内

の
芝

が
冠

水
す

る
こ

と
が

あ
る

。
今

後
も

地
域

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
維

持
管

理
し

た
い

。
ス

ポ
ー

ツ
設

備
の

設
置

は
無

し
、

遊
具

等
の

設
置

予
定

も
無

し
。

芝
生

の
維

持
管

理
を

委
託

し
て

い
る

。

4
6

生
保

内
公

園
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

地
内

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

Ｓ
5
5
年

度
8
,4

0
0
㎡

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場
１

面
8
：
3
0
～

2
1
：
0
0

0
0

8
：
3
0
～

2
1
：
0
0

0
0

　
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

と
し

て
の

利
用

者
な

し
　

か
つ

て
は

、
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
の

大
会

が
開

催
さ

れ
て

い
た

が
、

現
在

は
利

用
は

な
い

。
考

え
方

と
計

画
は

、
生

保
内

公
園

運
動

広
場

と
同

様
。

4
7

武
蔵

野
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

１
０

３
－

１

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

1
,6

8
0
㎡

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場
１

面
8
：
3
0
～

1
7
：
0
0

1
1
2

1
,4

5
6

　
利

用
者

は
減

少
し

て
い

る
。

今
後

も
こ

の
傾

向
が

続
け

ば
、

市
の

管
理

を
廃

止
し

、
土

地
を

生
保

内
財

産
区

へ
返

地
し

た
い

。

4
8

落
合

運
動

公
園

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場

角
館

町
西

野
川

原
地

内
外

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

Ｈ
6
,7

年
度

造
成

Ｈ
8
年

度
工

事
着

工

3
,0

8
9
㎡

、
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

４
面

8
:3

0
～

1
7
:0

0
2
0
8

5
,2

0
0

8
:3

0
～

1
7
:0

0
1
3
2

3
,3

0
0

 角
館

地
区

の
団

体
な

ど
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

　
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

で
利

用
者

は
多

い
。

今
後

も
地

域
の

協
力

を
頂

き
な

が
ら

維
持

管
理

し
た

い
。

4
9

角
館

森
林

総
合

利
用

施
設

【
指

定
管

理
】

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場

角
館

町
西

長
野

古
米

沢
3
6
7
-
2

企
画

政
策

課
H

2
年

度
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

３
面

9
：
0
0
～

1
5
：
0
0

1
,0

3
9

9
：
0
0
～

1
5
：
0
0

6
7
7

 団
体

の
大

会
等

で
利

用
さ

れ
て

い
る

　
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
の

大
会

な
ど

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
指

定
管

理
者

に
よ

り
運

営
さ

れ
て

い
る

。

5
0

馬
術

競
技

場
馬

術
競

技
場

角
館

町
小

勝
田

西
ノ

沢
7
7

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

1
6
,6

1
0
㎡

、
5
:0

0
～

1
9
:0

0
2
0
0

1
,6

0
0

 秋
田

県
馬

術
連

盟
及

び
そ

の
関

係
者

な
ど

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

平
成

１
９

年
国

体
の

馬
術

競
技

が
、

仙
北

市
の

玉
川

河
川

敷
き

に
開

設
さ

れ
た

臨
時

馬
術

場
で

実
施

さ
れ

る
な

ど
、

市
民

に
親

し
ま

れ
て

き
た

競
技

で
あ

る
。

し
か

し
仙

北
市

内
の

馬
術

競
技

者
は

少
数

で
あ

る
。

ま
た

仙
北

市
馬

術
競

技
場

は
、

２
名

の
方

か
ら

有
償

に
て

借
地

し
て

お
り

、
こ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

管
理

の
在

り
方

に
つ

い
て

関
係

機
関

と
協

議
し

て
行

き
た

い
。

5
1

生
保

内
公

園
相

撲
場

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

地
内

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

S
5
9
年

度
1
3
7
.7

㎡
5
:0

0
～

1
9
:0

0
0

0
5
:0

0
～

1
9
:0

0
0

0
 2

3
年

度
利

用
者

な
し

　
屋

根
を

撤
去

し
、

土
俵

に
つ

い
て

は
シ

ー
ト

で
覆

っ
て

い
る

。
今

後
、

使
用

す
る

機
会

が
見

込
め

な
い

の
で

、
数

年
で

撤
去

整
地

し
た

い
。
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資
料

２
仙
北
市
内
学
校
体
育
施
設
　
　
一
覧
表

№
施

設
の

名
称

分
類

所
在

地
所

管
課

建
設

年
度

構
造

・
規

模
・
面

積
等

利
用

時
間

利
用

日
数

　
日

利
用

者
数

人
利

用
時

間
利

用
日

数
利

用
者

数
利

用
の

傾
向

1
0
1

角
館

小
学

校
体

育
館

角
館

町
西

野
川

原
7
-
2

教
育

総
務

課
H
1
8
年

度
R
C
造

一
部

2
階

建
･1

2
5
8
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

（
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
２
面

設
置

可
）
暖

房
装

置
あ
り

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
2
1
:0
0
）

2
8
4

1
0
,4
7
1

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

2
1
:0
0
）

2
3
2

5
,1
2
3
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

団
体

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
角

館
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
0
2

中
川

小
学

校
体

育
館

角
館

町
川

原
中

道
4
1

教
育

総
務

課
H
6
年

度
鉄

骨
一

部
2
階

建
･1
0
5
7
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

（
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
３
面

設
置

可
）

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
2
1
:0
0
）

2
3
8

4
,0
2
2
1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

2
1
:0
0
）

2
2
2

4
,0
9
8
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

小
学

生
ス
ポ
少

団
体

で
利

用
さ
れ

て
い

る
。

　
中

川
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
0
3

白
岩

小
学

校
体

育
館

角
館

町
白

岩
新

西
野

1
6
2

教
育

総
務

課
H
8
年

度
鉄

骨
一

部
2
階

建
･1
0
4
7
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

（
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
３
面

設
置

可
）

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
2
1
:0
0
）

2
4
9

4
,6
3
9
1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

2
1
:0
0
）

1
8
4

3
,0
3
6
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

及
び
成

人
団

体
で
利

用
さ
れ

て
い

る
。

　
白

岩
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
0
4

角
館

中
学

校
体

育
館

角
館

町
小

勝
田

小
倉

前
4
3

教
育

総
務

課
S
6
0
年

度
鉄

骨
一

部
2
階

建
･1
5
6
4
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面

、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面

1
9
:0
0
～

2
1
:0
0
（
第

1
、
3
日

曜
日

8
:0
0
～

1
9
:0
0
)

2
8
4

4
,3
3
8
平

日
1
9
:0
0

～
2
1
:0
0
（
第

1
、
3
日

曜
日

8
:0
0
～

1
9
:0
0
)

2
2
6

4
,3
9
4
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

成
人

団
体

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
角

館
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
0
5

生
保

内
小

学
校

体
育

館
田

沢
湖

生
保

内
字

武
蔵

野
1
1
1

教
育

総
務

課
S
5
4
年

度
鉄

骨
平

屋
建

，
9
7
2
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
1
面

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
1
面

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
2
面

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
2
1
:0
0
）

2
7
5

1
3
,5
7
1

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

2
1
:0
0
）

3
4
2

4
,9
0
8
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

・
マ
ー
チ
ン
グ
部

及
び
成

人
団

体
で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
生

保
内

地
区

の
団

体
な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
0
6

生
保

内
中

学
校

体
育

館
田

沢
湖

生
保

内
字

武
蔵

野
1
0
5

教
育

総
務

課
S
5
8
年

度
鉄

骨
平

屋
建

･1
0
2
7
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面

、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面

、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
2
面

1
0
7

神
代

小
学

校
体

育
館

田
沢

湖
神

代
字

珍
重

屋
敷

4
8

教
育

総
務

課
H
2
1
年

度
R
C
造

平
屋

建
･8

8
4
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
１
面

平
日

1
5
:0
0

～
2
1
:0
0

（
土

日
祝

8
:0
0
～

2
1
:0
0
）

2
0
9

7
,9
1
9
平

日
1
5
時

～
2
1
時

（
土

日
祝

8
時

～
2
1

時
）

2
1
1

4
,3
0
6
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
神

代
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
0
8

神
代

中
学

校
体

育
館

田
沢

湖
神

代
字

野
中

清
水

2
4
4

教
育

総
務

課
S
5
5
年

度
鉄

骨
平

屋
建

，
8
1
4
㎡

、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
1
面

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
2
面

（
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
2
面

）

1
0
9

西
明

寺
小

学
校

体
育

館
西

木
町

門
屋

字
六

本
杉

6
教

育
総

務
課

S
6
2
年

度
鉄

筋
鉄

骨
造

一
部

二
階

建
･

1
0
5
1
㎡

　
暖

房
装

置
有

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
２
面

バ
レ
ー
コ
ー
ト
１
面

（
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
３
面

）

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
2
1
:0
0
）

2
8
9

1
1
,4
6
0

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

2
1
:0
0
）

2
2
9

5
,4
4
7
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

と
成

人
団

体
で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
西

明
寺

地
区

の
団

体
な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
1
0

西
明

寺
中

学
校

体
育

館
西

木
町

上
荒

井
字

上
橋

元
2
8
0
-
1

教
育

総
務

課
S
5
5
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
7
0
0
㎡

、
暖

房
装

置
有

　
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト

１
面

・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
1
面

1
1
1

桧
木

内
小

学
校

体
育

館
西

木
町

桧
木

内
字

高
屋

1
1
0

教
育

総
務

課
H
8
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
8
2
5
㎡

、
暖

房
装

置
有

　
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト

１
面

・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
1

面
･（

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
3
面

）

1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
2
1
:0
0
）

1
4
4

2
,4
4
8
1
5
:0
0
～

2
1
:0
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

2
1
:0
0
）

2
0
6

1
,9
7
0
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
桧

木
内

地
区

の
団

体
な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
1
2

桧
木

内
中

学
校

体
育

館
西

木
町

桧
木

内
字

高
屋

2
-
3

教
育

総
務

課
S
5
6
年

度
鉄

骨
平

屋
建

、
6
7
5
㎡

、
暖

房
装

置
有

　
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

コ
ー
ト

１
面

・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面

（
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
2
面

）

1
1
3

角
館

小
学

校
野

球
場

角
館

町
西

野
川

原
7
-
2

教
育

総
務

課
ク
レ
イ
舗

装
（
火

山
灰

土
）

6
5
5
8
㎡

：
両

翼
7
0
m

ホ
ー
ム

～
セ
ン
タ
ー
8
0
m

プ
ー
ル

ト
イ
レ
使

用
可

能
S
B
O
有

り

1
5
:0
0
～

1
9
:3
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
1
9
:3
0
）

8
9

4
,7
1
7
1
5
:0
0
～

1
9
:3
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
:3
0
）

2
9
1

1
1
,7
9
5

　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

団
体

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
角

館
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

①
施

設
の

状
況

③
利

用
の

状
況

（
2
3
年

度
）

備
考

②
利

用
の

状
況

（
2
1
年

度
）
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資
料

２
仙
北
市
内
学
校
体
育
施
設
　
　
一
覧
表

№
施

設
の

名
称

分
類

所
在

地
所

管
課

建
設

年
度

構
造

・
規

模
・
面

積
等

利
用

時
間

利
用

日
数

　
日

利
用

者
数

人
利

用
時

間
利

用
日

数
利

用
者

数
利

用
の

傾
向

①
施

設
の

状
況

③
利

用
の

状
況

（
2
3
年

度
）

備
考

②
利

用
の

状
況

（
2
1
年

度
）

　　　　

1
1
4

角
館

中
学

校
野

球
場

角
館

町
小

勝
田

小
倉

前
4
3

教
育

総
務

課
外

野
芝

生
1
0
4
3
7
㎡

両
翼

9
0
m

ホ
ー
ム

～
セ
ン
タ
ー
1
1
0
m

S
B
O
有

り

第
１
、
３
日

曜
日

8
:0
0

～
1
9
:0
0

1
0

1
,8
0
2
第

１
、
３
日

曜
日

8
:0
0
～

1
9
:0
0

4
3

9
4
8
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

成
　
人

団
体

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
角

館
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
1
5

生
保

内
中

学
校

野
球

場
田

沢
湖

生
保

内
字

武
蔵

野
1
0
5

教
育

総
務

課
外

野
芝

生
9
3
1
2
㎡

両
翼

8
8
m

ホ
ー
ム

～
セ
ン
タ
ー
1
0
0
m

S
B
O
有

り

1
1
6

神
代

中
学

校
野

球
場

田
沢

湖
神

代
字

野
中

清
水

2
4
4

教
育

総
務

課
外

野
芝

生
9
5
2
6
㎡

両
翼

9
0
m

ホ
ー
ム

～
セ
ン
タ
ー
1
0
0
m

S
B
O
有

り

1
1
7

西
明

寺
中

学
校

（
野

球
）

野
球

場
西

木
町

上
荒

井
字

上
橋

元
2
8
0
-
1

教
育

総
務

課
外

野
芝

生
9
5
2
6
㎡

両
翼

9
2
m

ホ
ー
ム

～
セ
ン
タ
ー
1
1
0
m

S
B
O
有

り

学
校

開
放

事
業

実
施

1
1
8

角
館

中
学

校
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

角
館

町
小

勝
田

小
倉

前
4
3

教
育

総
務

課
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面

1
1
9

生
保

内
中

学
校

テ
ニ
ス

コ
ー
ト

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

1
0
5

教
育

総
務

課
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面

1
2
0

神
代

中
学

校
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

田
沢

湖
神

代
字

野
中

清
水

2
4
4

教
育

総
務

課
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面

1
2
1

西
明

寺
中

学
校

テ
ニ
ス

コ
ー
ト

西
木

町
上

荒
井

字
上

橋
元

2
8
0
-
1

教
育

総
務

課
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面

1
2
2

角
館

中
学

校
陸

上
競

技
場

角
館

町
小

勝
田

小
倉

前
4
3

教
育

総
務

課
３
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク

第
１
、
３
日

曜
日

8
:0
0

～
1
9
:0
0

1
0

1
,8
0
2
第

１
、
３
日

曜
日

8
:0
0
～

1
9
:0
0

野
球

場
に

含
む

野
球

場
に

含
む

　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

成
人

団
体

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
角

館
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
2
3

生
保

内
中

学
校

陸
上

競
技

場
田

沢
湖

生
保

内
字

武
蔵

野
1
0
5

教
育

総
務

課
３
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク

1
2
4

角
館

小
学

校
（
ｻ
ｯ
ｶ
ｰ
、

ﾄﾗ
ｯ
ｸ
）

屋
外

運
動

場
角

館
町

西
野

川
原

7
-
2

教
育

総
務

課
ク
レ
イ
舗

装
7
3
0
6
㎡

：
サ

ッ
カ
ー
場

1
面

1
5
:0
0
～

1
9
:

３
０
（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
:3
0
）

3
1

9
6
1
1
5
:0
0
～

1
9
:

３
０
（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
:3
0
）

野
球

場
に

含
む

野
球

場
に

含
む

　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
角

館
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
2
5

生
保

内
小

学
校

（
野

球
）

屋
外

運
動

場
田

沢
湖

生
保

内
字

武
蔵

野
1
1
1

教
育

総
務

課
ク
レ
イ
舗

装
約

1
0
0
0
0
㎡

1
5
:0
0
～

1
9
:

３
０
（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
3
0
）

1
5
9

1
9
,5
6
0

1
5
:0
0
～

1
9
:

３
０
（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
3
0
）

1
2
4

3
,9
6
8
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
生

保
内

地
区

の
団

体
な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
2
6

神
代

小
学

校
（
ﾄﾗ

ｯ
ｸ
、

野
球

）

屋
外

運
動

場
田

沢
湖

神
代

字
珍

重
屋

敷
4
8

教
育

総
務

課
ク
レ
イ
舗

装
（
一

部
芝

生
）

約
9
1
0
0
㎡

1
5
:0
0
～

1
9
:3
0
（
土

日
祝

8
:0
0

～
1
9
:3
0
）

1
8
2

4
,9
1
1
1
5
:0
0
～

1
9
:3
0
（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
:3
0
）

1
8
3

3
,4
0
4
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

及
び
成

人
団

体
で
利

用
さ
れ

て
い

る
。

　
神

代
地

区
の

団
体

な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
冬

期
利

用
が

あ
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
2
7

西
明

寺
小

学
校

（
野

球
）

屋
外

運
動

場
西

木
町

門
屋

字
六

本
杉

6
教

育
総

務
課

ク
レ
イ
舗

装
約

1
0
0
0
0
㎡

平
日

1
5
:0
0

～
1
9
:３
０

（
土

日
祝

8
0
0

1
1
8

3
,5
4
0
平

日
1
5
時

～
1
9
時

３
０
分

（
土

日
祝

8
時

1
9
時

3
0

1
3
8

4
,0
2
4
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
西

明
寺

地
区

の
団

体
な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
2
8

西
明

寺
中

学
校

（
ﾄﾗ

ｯ
ｸ
、
野

球
）

屋
外

運
動

場
西

木
町

上
荒

井
字

上
橋

元
2
8
0
-
1

教
育

総
務

課
ク
レ
イ
舗

装
（
一

部
芝

生
）

約
1
3
0
0
0
㎡

1
2
9

桧
木

内
小

学
校

（
ﾄﾗ

ｯ
ｸ
、
野

球
）

屋
外

運
動

場
西

木
町

桧
木

内
字

高
屋

1
1
0

教
育

総
務

課
ク
レ
イ
舗

装
（
一

部
芝

生
）

約
1
8
0
0
0
㎡

平
日

1
5
:0
0

～
1
9
:３
０

（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
:3
0
）

1
5
3

3
,0
1
0
平

日
1
5
:0
0

～
1
9
:３
０
（
土

日
祝

8
:0
0
～

1
9
:3
0
）

1
5
5

1
7
0
5
　
学

校
開

放
（
利

用
時

間
内

）
で
は

ス
ポ
少

で
利

用
さ
れ

て
い
る
。

　
桧

木
内

地
区

の
団

体
な
ど
に
利

用
さ
れ

て
い
る
。

学
校

開
放

事
業

実
施

1
3
0

桧
木

内
中

学
校

屋
外

運
動

場
西

木
町

桧
木

内
字

高
屋

2
-
3

教
育

総
務

課
ク
レ
イ
舗

装
（
一

部
芝

生
）

約
6
8
0
0
㎡

1
3
1

角
館

小
学

校
プ
ー
ル

角
館

町
西

野
川

原
7
-
2

教
育

総
務

課
S
5
1
年

度
２
５
ｍ
：
大

小
併

設
（
柵

分
離

）
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資
料

２
仙
北
市
内
学
校
体
育
施
設
　
　
一
覧
表

№
施

設
の

名
称

分
類

所
在

地
所

管
課

建
設

年
度

構
造

・
規

模
・
面

積
等

利
用

時
間

利
用

日
数

　
日

利
用

者
数

人
利

用
時

間
利

用
日

数
利

用
者

数
利

用
の

傾
向

①
施

設
の

状
況

③
利

用
の

状
況

（
2
3
年

度
）

備
考

②
利

用
の

状
況

（
2
1
年

度
）

　　　　

1
3
2

中
川

小
学

校
プ
ー
ル

角
館

町
川

原
中

道
4
1

教
育

総
務

課
S
5
4
年

度
２
５
ｍ

1
3
3

白
岩

小
学

校
プ
ー
ル

角
館

町
白

岩
新

西
野

1
6
2

教
育

総
務

課
S
4
8
年

度
２
５
ｍ

1
3
4

生
保

内
小

学
校

プ
ー
ル

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

1
1
1

教
育

総
務

課
H
8
年

度
大

プ
ー
ル

２
５
ｍ

小
プ
ー
ル

有
り

1
3
5

神
代

小
学

校
プ
ー
ル

田
沢

湖
神

代
字

珍
重

屋
敷

4
8

教
育

総
務

課
大

プ
ー
ル

２
５
ｍ

小
プ
ー
ル

有
り

1
3
6

生
保

内
中

学
校

プ
ー
ル

田
沢

湖
生

保
内

字
武

蔵
野

1
0
5

教
育

総
務

課
H
6
年

度
２
５
ｍ

1
3
7

西
明

寺
小

学
校

プ
ー
ル

西
木

町
門

屋
字

六
本

杉
6

教
育

総
務

課
S
5
1
年

度
大

プ
ー
ル

２
５
ｍ

小
プ
ー
ル

有
り

1
3
8

桧
木

内
小

学
校

プ
ー
ル

西
木

町
桧

木
内

字
高

屋
1
1
0

教
育

総
務

課
S
5
1
年

度
２
５
ｍ
：
大

小
併

設
（
柵

分
離

）
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資
料

３
　

　
仙

北
市

内
　

民
間

の
社

会
体

育
施

設

施
設

の
名

称
分

類

所
在

地
所

管
課

建
設

年
度

構
造

・
規

模
・
面

積
等

2
0
1

田
沢

湖
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
【
指

定
管

理
】

体
育

館
田

沢
湖

生
保

内
字

下
高

野
7
3
-
7
5

秋
田

県
H

1
8
年

度
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
コ

ー
ト

…
2
面

暖
房

完
備

　
F
F
ス

ト
ー

ブ
…

6
台

ジ
ェ

ッ
ト

ヒ
ー

タ
ー

…
2
台

2
0
2

田
沢

湖
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
【
指

定
管

理
】

陸
上

競
技

場
田

沢
湖

生
保

内
字

下
高

野
7
3
-
7
5

秋
田

県
S

4
8
年

度
4
0
0
ｍ

ト
ラ

ッ
ク

2
0
3

田
沢

湖
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
【
指

定
管

理
】

サ
ッ

カ
ー

場
田

沢
湖

生
保

内
字

下
高

野
7
3
-
7
5

秋
田

県
S

4
8
年

度
一

面

2
0
4

田
沢

湖
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
【
指

定
管

理
】

ラ
グ

ビ
ー

場
田

沢
湖

生
保

内
字

下
高

野
7
3
-
7
5

秋
田

県
S

4
8
年

度
一

面

2
0
5

田
沢

湖
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
【
指

定
管

理
】

運
動

広
場

・
公

園
等

田
沢

湖
生

保
内

字
下

高
野

7
3
-
7
5

秋
田

県
S

4
8
年

度
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
・
キ

ャ
ン

プ
フ

ァ
イ

ヤ
ー

場
等

2
0
6

た
ざ

わ
湖

ス
キ

ー
場

【
指

定
管

理
】

ス
キ

ー
場

田
沢

湖
生

保
内

字
下

高
野

7
3
-
2

秋
田

県
S

4
4
年

度
コ

ー
ス

数
1
3
本

/
標

高
差

6
0
8
m

(5
7
8
m

～
1
,1

8
6
m

)/
最

長
滑

走
距

離
3
km

/
コ

ー
ス

総
面

積
1
0
0
h
a/

上
級

4
0
％

・
中

級
3
0
％

・
初

級
3
0
％

/
リ

フ
ト

数
6
基

(ク
ワ

ッ
ド

2
・
ペ

ア
4
)/

総
輸

送
能

力
9
,6

0
0

人
/
時

2
0
7

花
葉

館
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
場

角
館

町
西

長
野

古
米

沢
3
6
7
-
2

民
間

（
花

葉
館

）

H
2
年

度
2
5
,3

2
9
㎡

2
0
8

旧
ス

ノ
ー

ワ
ー

ル
ド

田
沢

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

場

田
沢

湖
生

保
内

字
下

高
野

8
2
-

1
1
7
他

民
間

（
ホ

テ
ル

タ
ザ

ワ
）

①
施

設
の

状
況

№
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